
人口 232，742入

t堂努 74，722議事審

(62年 1月 1日現在) 編集@企遜部広報課/'1'254 平塚市浅務的自宅番 1

裏
議

喜
と
し
て
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雪

湘
南
円
怖
さ
さ
プ
ラ
ン
策
定
の
お
蒼
と
第
一
歩
事
業
と
し
て
、
潟
市
出
な
ぎ
さ
プ

ラ
ン
櫨
轡
フ
ヱ
ス
一
プ
イ
パ
ル
「
一
万
人
十
万
本
植
樹
運
薮
一
が
、
一
二
月
一
日
湖

南
培
地
五
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
な
ぎ
さ
プ
ラ
ン
の
纏
掛
慨

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
緑
の
沼
南
海
岸
を
創
り
あ
げ
孟
し
よ
う
。

で
檎
績
が
抗
日
わ
れ
ま
す
。

式
典
の
会
場
で
は
、
青
年
会
議

所
の
協
力
に
よ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
パ

ン
ド
演
奏
と
、
関
塞
読
む
忍
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま

す
。
式
典
終
了
後
、
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
鼓
笛
隊
の
み
な
さ
ん
の
先
導

で
、
楠
期
間
会
場
へ
移
動
し
、
植
樹
閣

を
行
い
ま
す
。
娼
婦
A
E
場
で
は
、

参
加
者
に
豚
汁
の
す
ー
ピ
ス
も
手

午
後
一
符
一
一
平
分
か
ら
、
一
千
八
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

百
人
に
参
加
し
て
い
~
令
ん
き
、
一
植
樹
す
る
平
塚
海
浮
は
、
国
潜

入よ
j
本
一
万
八
千
平
量
的
松
や
タ
一
三
回
号
線
の
南
側
ゑ
哀
に
玄

ブ
ノ
キ
、
ス
夕
、
ノ
イ
な
ど
ゑ
議
れ
掘
さ
く
し
て
、
砂
と
土
を
入
れ

し

ま

す

。

替

え

、

植

樹

で

き

る

よ

う

準

鱗

さ

綴
倒
閣
フ
ェ
ス
テ
ィ
ハ
ル
は
、
午
れ
て
い
ま
す
。
一
部
試
験
植
樹
も

後
一
一
時
三
十
分
か
ら
花
水
小
学
校
行
わ
れ
て
お
り
、
す
で
に
、
市
渓

ご
式
典
が
行
わ
れ
、
午
後
一
一
時
か
の
懇
い
の
場
所
と
し
て
利
回
出
さ
れ

ら
主
義
城
主
ブ
ー
ル
の
覇
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
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p
り

回

目

か

市

左

崎いク

ん
茅

点」r
h

長市々
マ
均
軍

の市
γ

F

Lγ

戸

ソ

氏

一

日
捻

/

J

4

令
制
湘
宙
開
な
ぎ
さ
プ
ラ
ン
と
は
、
期
に
向
け
て
、
良
好
な
形
で
保
全
事

一
円
台
乳
街
地
域
が
約
一
え
て
い
る
緑
や
海
整
備
し
て
行
く
こ
と
を
白
指
し
た

融
抑
制
岸
、
交
官
端
、
漁
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
プ
ラ
ン
で
す
。
期
附
南
な
さ
さ
ブ
ラ
ン
枯
畑
出
問
ブ
ヱ
ム
ハ
ム
ロ
丈
ピ
ス
ト
ン
紛
議
し
ま
す
。

ι
1
1

レ
ク
リ
エ
i
シ
ョ
ン
の
課
題
を
総
対
象
地
域
は
、
藤
沢
市
か
ら
大
ス
テ
ィ
パ
ル
の
参
加
長
官
官
募
集
U

も
ち
ろ
ん
煽
り
の
パ
ス
も
、
横
樹

騨
桟
高
に
解
決
す
る
と
と
も
に
、
こ
警
に
か
け
て
の
東
西
空
会
て
い
ま
す
。
議
宮
午
後
の
ひ
終
了
後
平
雲
寺
霊
し
て
い

議
汎
の
地
域
の
持
つ
明
る
い
登
か
な
イ
良
川
で
、
整
一
車
問
は
炉
実
卜
と
と
き
、
撃
が
て
ら
蓄
に
参
ま
す
。

湖
-
J

メ
I
ジ
や
媛
れ
た
自
然
霊
童
二
年
か
さ
一
十
五
年
問
と
な
っ
て
加
し
て
み
よ

-Eい
一
っ
さ
、
ぜ
な
お
、
ご
俊
一
煎
に
な
っ
た
護

制

時

か

し

、

喜

朗

建

二

i
一

世

紀

い

ま

す

。

ひ

お

申

し

込

み

く

だ

主

い

。

ゴ

テ

や

家

手

、

さ

ら

に

記

念

自

問

も

よ

藤

;

ー

》

|

:

;

;

h

z

植
樹
用
の
移
植
ソ
ゴ
一
一
T
や
室
手
は
学
υ上
ぽ
ま
F
。

飢
聞
大
溝
一
階
思
議
室
す
主
ツ
ト

ι広
場
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
希
望
式
会
は
、
電
諮
問
か
は

5

で
、
軽
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
が
き
で
一
字
削

MY塚
市
浅
商
問
一
九

潟
南
な
寄
与
さ
プ
ラ
ン
を
推
進
す
備
す
る
こ
と
と
、
フ
ラ
ン
の
約
百
ま
た
、
会
場
と
な
る
花
水
小
学
校
一
平
塚
市
役
所
公
開
幽
緑
地
謀

る
た
め
に
、
基
本
的
な
古
学
寝
室
田
一
一
十
肇
胤
に
つ
い
て
、
総
鍛
互
に
駐
車
場
が
な
い
こ
と
と
、
平
塚
(
警
務
:
二
一
一
内
線
四
二

長
同
士
山
で
話

K
口
う
の
が
説
南
年
)
、
中
期
(
十
年
)
、
長
期
(
一
釈
か
皇
官
場
ま
て
淀
離
が
あ
る
た
五
と
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

な
ぎ
さ
す
ミ
ッ
ト

L

で
す
。
メ
ン
十
五
年
)
の
事
選
t
I
円
突
事
業
主
め
、
パ
ス
で
送
必
を
行
い
ま
す
。
締
め
切
り
は
…
一
月
二
十
一
一
一
g
。
は

パ
ー
は
、
県
知
事
と
平
塚
市
、
藤
体
な
ど
を
~
止
め
る
実
現
ア
ロ
グ
ラ
パ
ス
は
、
十
二
時

J

か
ふ
?
十
三
時
ま
が
き
で
申
し
込
む
場
合
は
、
佐

沢
市
、
茅
ヶ
崎
市
、
大
機
町
の
三
ム
の
策
定
で
す
。
で
平
塚
絞
南
口
か
ら
会
場
ま
で
、
所
、
氏
名
、
雪
山
脅
さ
せ
。

市
一
一
町
の
首
長
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
平
塚
市
長
は
、
平

サ
ミ
ソ
ト
は
、
す
で
に
三
回
路
塚
海
岸
を
泳
げ
る
海
に
し
よ
v

つ
乙

か
れ
て
お
り
「
湖
南
な
ぎ
さ
フ
ラ
海
の
由
に
離
岸
嶋
晃
を
巡
り
、
市
民

ン
の
実
現
に
向
け
て
」
討
議
さ
れ
の
憩
い
の
場
所
、
レ
ジ
ャ
ー
の
場

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
フ
ラ
所
と
し
て
、
ま
た
、
漁
認
と
し
て

ン
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
県
・
も
活
用
で
き
る
よ
う
サ
ミ
ッ
ト
で

市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
綾
准
保
縦
を
整
提
案
し
て
い
ま
す
。

3
開
丹
宅
eeeA

露
詑
水
小
で
式
典
を

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
、
最
初
に
決
本
の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
ま
す
。

め
ら
れ
た
事
業
が
、
モ
デ
ル
事
業
績
樹
場
所
は
、
辻
堂
務
浜
公
園

と
し
て
の
植
樹
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
藤
沢
市
)
、
汐
昆
台
公
開
幽
付
近

で
す
。
掘
削
南
海
岸
の
豊
か
な
み
ど
(
茅
ヶ
崎
市
)
、
柳
島
下
水
処
理

り
を
安
ナ
郵
送
す
る
た
め
「
一
場
付
近
(
茅
ヶ
崎
市
)
、
大
磯
高

本
切
っ
た
ら
二
本
植
え
る
」
と
い
校
付
近
(
大
磯
町
)
と
平
塚
市
の

う
考
え
の
も
と
に
、
三
月
一
日
浦
平
冊
中
海
岸
で
す
。

南
地
域
五
会
場
て
二
万
人
十
万
平
塚
市
の
受
口
は
、
一
一
一
月
一
白

湖
南
な
ぎ
さ
プ
ラ
ン
の
中
で
る
海
浜
緑
地
を
整
綴
?
手
品
す
。

の
平
塚
海
岸
は
、
周
辺
の
公
歯
マ
湖
南
海
岸
品
魁
は
文
化
e

ス

や
緑
を
取
り
込
ん
だ
か
自
然
の
ポ
l
ツ
線
認
を
整
備
し
ま
す
。

な
ぎ
さ
に
続
し
め
る
海
岸
地
マ
平
率
制
か
〉
口
海
岸
に
通
じ
る

区
H

と
し
て
位
圏
直
づ
け
ら
れ
て
道
路
は
、
平
塚
な
ぎ
窓
ブ
ロ
ム

い

ま

す

。

ナ

1
ド
と
し
丈
再
轄
務
を
進

〔
絡
橋
の
方
向
〕
め
る
と
と
も
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
パ

海
水
浴
場
と

l
ク
や
並
木
、
花
墳
を
整
備
し

環
境
に
配
議
ま
す
。

の
唱
耐
査
議
討
こ
れ
か
ら
一
泡
問
な
ぎ
さ
ザ
ミ

す
。
ッ
ト
を
中
心
に
、
具
体
的
な
ブ

て
、
砂
防
林
ロ
グ
ラ
ム
が
検
討
さ
れ
て
い
き

海
と
殺
し
め
ま
す
。



中
日
時

3
月
間
凶
日
(
火
)
守
前
一
速
報
は
、
市
内
一
の
ど
の
地
域
か
一
月
3
日
(
火
)

山

時

主

将

一

ら

か

け

て

包

程

霊

祭

去

に

入

一

三

広

場

富

山

フ

一

フ

ザ

7
4
広

場

虹

ケ

浜

ハ

イ

ツ

一

る

。

そ

し

て

、

受

信

す

る

と

、

そ

一

一

ム

↑

4

一
の
内
容
が
出
伯
仲
間
等
お
よ
び
出
張
一

i
j
j
i
j
;

一

一

ブ

チ

へ

防

火

パ

レ

;

ド

一

所

、

普

答

申

」

云

こ

告

書

一

全

富

一

斉

ゆ

と

a

掛

川

引

い

神

様

川

吉

宗

南

支

部

一

れ

z
i
-
-築

物

防

災

札

…

L

t
官

お

ご

り

日

で
は
、
一
一
市
一
…
町
に
わ
た
る
防
火
一
ま
た
は
救
急
車
力
、
現
場
へ
急
}
3
一

フ

l

瞬

、

忠

の

究

繍

一

コ

、

。

干

一

1

i

戸

吋

、

、

量

動

成

そ

研

山

久

リ

松

(

内

一

パ
レ
ー
ド
を
差
す
る
。
一
す
る
仕
組
み
に
な

v

て

し

る

一

安

全

て

住

み

よ

し

ま

ち

つ

く

り

一

興

閉

経

清

ノ

と

イ

東

米

ア

若

氏

J

h
担

分

計

;

)

午

前

一

ぷ

持

議

p
i時

計
十
一
一
一

H
d主
将

側

壁

空

土

器

付

昌

一

マ
コ
]
ス
草
原
!
平
塚
|
大
一
が
次
の
こ
と
を
順
番
に
お
た
ず
ね
ず
週
間
」
が
露
さ
れ
る
。
一
…
総
務
轍
工
学
ツ
経
ミ
倍
禎
清
国
登
は
…

磁

一

一

宮

一

ず

る

。

一

毎

年

、

火

災

や

地

震

に

よ

り

多

一

…

械

器

管

M
m
T
田

司

村

松

三

一

切

防

災

講

演

会

を

一

割

下

町

M
L
P
I一
同
時
間
当
日
付

;
J
2
よ

r詰
J
γ

勺一一一一

ぐ

防

火

・

妨

災

害

1
2、
議
一
③
い
っ
、
ど
主
(
童
話
、
一
市
で
は
、

ζ
の

聖

書

義

一

三

き

ろ

ん

造

誉

主

産

か

一

希

硝

演

会

議

か

れ

る

。

一

場

所

、

近

く

自

標

物

等

)

一

言

、

建

築

物

の

防

災

に

つ

い

て

一

第

と

い

一

勺

劫

叶

農

水

工

商

サ

※

…

有
一
マ
会
場
紅
(
合
パ
ー
ル
ロ
ー
ド
一
中
日
一
時

2
月
幻
自
(
会

M
時
一
③
現
在
の
状
況
(
け
が
人
の
人
数
一
理
解
し
て
い
た
た
こ
う
え
わ
か
一
。

こ

一

一

jt
均

一

時

一

等

)

一

り

や

す

く

解

説

し

た

パ

ン

ブ

レ

ッ

一

れ

一

泊

認

に

潟

紡

糊

訓

練

一

一

一

一

時

一

一

v会
場
平
談
合
同
庁
舎
5
階
大
一

dm番
。
は
、
空
さ
ん
の
主
ト
「
わ
が
家
の
耐
震
詩
援
と
補
強
一

得
一
高
層
建
築
物
に
お
け
る
火
災
を
一
会
議
笠
一
命
、
財
産
と
守
討
の
ま
全
を
守
る
一
方
法
」
「
建
築
物
の
健
康
診
断
」
一

わ
一
想
定
し
て
の
、
実
戦
的
な
消
防
総
一
寸
一
講
幅
削
妨
災
都
市
計
画
研
究
祈
一
た
め
の
一
緊
急
章
一
括
で
あ
る
。
い
た
一
「
窓
カ
ラ
ス
の
底
下
紡
止
対
策
」
一

J

一

合

訓

練

が

行

わ

れ

る

。

一

長

村

上

愚

直

宗

一

ず

ら

霊

刊

は

絶

対

に

や

め

よ

う

。

一

を

配

布

す

る

。

一

向
一
正
し
く
せ
γ
ょ
う
語
審
一
消
防
震
を
開
く

γ
ド
完
投
日
間
一

抗

一

戸

;

j

4

1

i
ご
す
一
防
災
・
防
火
に
関
す
る
機
材
主
要
、
華
議
を
中
心
に
防
災
一

日
一
凶
雰
は
、
雪
口
ん
と
消
防
一
場
に
到
着
で
き
る
よ
う

wmF
一
料
を
展
示
す
る
訴
ひ
ら
つ
か
抽
出
一
査
察
を
行
う
。
一

ラ
一
を
結
ぶ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
、
消
紡
一
は
、
阜
く
正
し
く
か
け
よ
う
。
一
防
緩
4

が
同
開
催
さ
れ
る
。
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
建
築
指
導
一

防

火

キ

ャ

ン

ペ

j
ン
一
議
ま
ゆ
み
さ
ん
を
一
日
消
防
長
一
署
で
は
生
活
安
全
事
る
た
一

7

0
撃

の

し

く

み

V

富
2
易
ヨ
(
木
)
5
3
一
課
(
内
線
」
ハ
ヌ
)
へ
。

一
に
招
き
、
町
出
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
一
め
、
二
十
居
時
間
休
む
こ
と
な
く
一

市
民
の
皆
さ
ん
に
火
災
予
訪
を
一
行
わ
れ
る
。
一
泊
費
を
受
け
て
い
る
。
消
防
一

時
び
掛h
口
ょ
う
レ
f
h

ミ
ス
七
夕
の
一
当
日
は
、
東
海
大
学
吹
奏
楽
研
一
車
や
救
急
車
が
少
し
で
も
早
く
現
一

輔醐磁躯

今
年
も
、
二
月
二
十
八
日
(
土
)
か
ら
三
月
十
三
回
へ
金
)
ま
で
、
金
協
一
斉
に

m
春
の
火

災
予
箆
運
動
4

が
毒
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
消
防
本
部
、
消
量
司
消
防
分
毘
で
は
、
期

間
中
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
る
ほ
か
、
高

齢
者
@
身
体
不
自
由
者
等
の
死
傷
防
止
対
策
を
は
じ
め
、
家
庭
補
地
域
に
お
け
る
防
火
対
策
を

重
斉
と
し
て
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
多
く
の
入
が
出
入
り
す
る
百
貨
活
等
の
防
火
対
象
物
や
、

工
場
砂
危
険
物
施
設
を
対
象
に
、
立
ち
入
り
検
査
を
~
提
出
品
し
、
万
全
を
期
し
て
い
く
。

行
化
記
抑
止
の
た
め
、

間
異
民
十
人
を
市
T
U
に、

一
筏
な
ど
で
愛
議
指
導
を
反
自
問
し
て

一
い
る
。
毎
月
二
十
日
前
後
実
施
し

一
て
い
る
が
、
上
半
期
の
延
べ
回
数

一
は
百
三
十
六
回
で
、
証
一
べ
六
百
九

一
十
三
人
が
出
動
し
て
い
る
。

一
補
導
件
数
は
、
六
百
五
十
二
件

一
で
百
六
件
増
加
し
て
い
る
。

一
内
容
郊
で
は
、
喫
煙
一
が
一
二
百
二

一
十
六
件

(rAQr)
と
ぽ
倒
的
に

少
し
て
い
る
。
一
多
く
、
次
い
で
怠
学
が
百
五
十
六

相
談
内
容
は
、
喫
煩
(
四
十
八
一
件
(
二
関
許
可
不
良
交
友
が
百

件
)
、
身
上
栴
議
(
二
十
六
件
)
、
一
十
八
件
(
一
八
日
じ
と
、
以
上
の

窃
盗
(
一
一
十
一
一
一
件
)
な
ど
、
広
範
一
一
二
つ
で
全
体
の
九
二
討
を
占
め
て

開
聞
に
わ
た
っ
て
い
る
。
特
に
、
喫
一
い
る
。

申

電

話

堅

実

十

二

件

増

加

し

て

一

空

襲

が

大

編

に

増

加

し

て

い

一

年

齢

的

握

、

一

一

高

校

生

が

雪

マ

身

体

織

答

者

手

帳

古

下

い

る

。

こ

の

内

、

男

子

が

九

十

五

一

る

の

が

注

目

占

。

れ

る

。

一

士

一

件

(

六

一

二

一

ぢ

「

注

倒

的

に

一

校

、

体

幹

、

移

動

機

能

の

薄

害

時

件

で

、

二

十

一

件

の

増

加

、

女

子

一

{

護

加

に

よ

る

義

務

一

多

く

、

目

的

を

持

た

な

い

高

校

主

統

一

地

方

選

率

の

長

補

者

に

一

襲

警

議

長

選

挙

一

喜

怒

議

長

選

挙

一

て

み

ま

た

は

2
級
の
方

e

ご
は
間
十
一
一
一
件
で
九
件
の
減
少
と
互
支
語
に
よ
る
襲
は
五
十
里
一
の
害
場
は
い
か
い
ぢ
配
で
あ

対

す

る

事

前

説

明

会

議

く

。

忘

一

一

一

心

臓

、

じ

ん

殿

、

呼

吸

器

、

ほ

う

一

い

ば

っ

て

い

る

。

ぞ

男

子

が

手

需

女

子

が

れ
ず
に

E
f
-
-
3
5
(木

)

午

後

一

裂

選

挙

一

こ

う

直

腸

の

障

害

て

を

一

枚

経

路

約

で

民

警

察

左

翼

抱

一

一

一

十

件

と

な

っ

て

い

る

。

多

い

の

警

は

一

候

補

者

一

一

名

以

内

と

す

一

1

時

か

ら

す

品

3
月
初
日
(
金
)
午
前
一
た
は
3
級
の
方

e

県

知

事

が

向

一

議

蜘

導

か

ら

の

担

禁

多

く

、

全

体

の

一

芸

品

警

一

一

一

十

七

件

と

全

一
マ
会
場
市
ノ
役
所
会
薯
{
一

9
持

部

分

か

ら

一

震

の

警

が

あ

る

と

蓄

し

た

一

繁

危

六

七

言

上

口

め

て

い

る

。

例

年

多

一

体

の

六

会

主

め

て

い

る

。

そ

一

欝

議

欝

警

一

マ

裏

書

館

ホ

ー

ル

五

一

三

f

い
家
族
か
ら
の
相
談
は
二
十
九
件
一
の
外
語
、
窃
盗
塁
干
の
翠

鱗

麟

麟

麟

一

詳

し

い

こ

と

は

、

市

選

挙

管

理

一

語

審

者

手

帳

雨

下

絞

ま

一

新

て

昨

年

同

期

よ

皇

子

一

議

一

が

自

立

っ

て

い

る

。

繍
鶴
議
鰭
鶴
欝
観
鵬
一
委
員
会
事
務
局
へ
。
一
た
は
体
幹
の
障
室
で
、
特
別
項
痕
一
背
少
年
相
談
室
は
吋
昭
和
六
十
一
を
に
ぎ
わ
し
て
お
り
、
今
後
も
饗
一

i

監
j
越

線

灘

瀦

瀦

簿

一

一

ー

か

ら

第

2
閣
官
症
ま
で
の
万
・
心
一
一
年
度
上
半
期
(
問
月
1
九
月
)
一
戒
が
必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
一
件
件
件
件
件
件
件
件
件
件
牛
牛
件
牛
牛
牛
牛

~

三

三

ツ

一

身

同

揮

者

等

の

一

綴

、

じ

ん

線

、

呼

吸

の

警

三

青

少

年

寄

化

防

止

活

動

員

一

い

る

。

一

四

2
1
2闘
を

お

8

4

8

川
崎
古
」

滞

援

尚

一

一

在

宅

投

票

は

一

特

別

霊

か

量

3
項

症

ま

で

の

す

」

を

公

表

し

た

報

告

警

は

一

、

一

{

季

語

訟

の

昼

、

一

概

量

一

駐

韓

覇

一

一

方

県

知

事

が

間

程

度

の

障

害

一

市

内

の

青

少

苦

非

行

実

警

一

刀

一

Z喜
で

は

Z語
学

理

楽

入

他

L盗
詩

学

煉

他

計

鱗
麟
轟
購
一
身
体
障
害
者
と
戦
傷
病
者
て
一
が
あ
る
と
証
明
し
た
方
一
す
白
書
的
な
も
の
で
、
「
い
じ
め
一
議
事
問
題
な
ど
あ
ら
ゆ
る
一
鰯
友
娯
出

d

断

一

反

談

否

D

1
a
j
j次

に
訟
当
雪
中
万
は
、
選
挙
量
一
詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
一
警
も
鎮
静
化
の
傾
向
こ
あ
る
も
一
相
談
を
受

7
1て
、

る

。

一

交

全

場

の

務

無

;

相

拒

旺

一

一

一

千

』

一

L
イ

ー

し

一

良

健

技

出

ン

良

上

枝

一
門
口
に
投
票
所
に
行
か
な
く
と
も
、
一
員
会
(
内
線
四
九
五
)
へ
。
一
の
の
、
ま
だ
、
府
殺
等
薪
関
紙
上
一
上
半
期
は
、
否
一
一
一
十
八
件
と
昨
一
怠
哩
不
不
遜
そ
合
窃
家
シ
怠
不
現
身
登
そ
合
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市民講演会

と き 3月臼(二七)午後 1時

ところ教育会舘(先詰200名)

ホ水産資源の21世紀へのえ過し込

書鐘締 ヱ語審 議事章氏

東海大学海洋学部勢殺

く>問い合わせ地域づくり諜(内線264)

経済講演会
中小企識の発懇の転換と縫霊雪遊念

講師三党揚之助氏

と き 2 J'i24沼{火〉午後2草寺~

ところ 瀦二工会議所大ホール

申し込み 市商工:喜築工業係(内線507)

。
一
般
法
諌
相
談

2
月
担
日
(
火
)
、

3
月
5
日
(
木
)

3
同
月
刊
白
(
火
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
S
M
時

〈
〉
登
記
、
犠
託
、
期
震
漏
談

3
月
日
日
(
金
)
、
日
時
1
日
時

〈
〉
住
宅
鴇
談

2
月
げ
日
(
火
)
、
日
時
3
日
時

。
一
叫
融
市
民
相
談
毎
日
(
え
た
レ
、
土
曜
日
は
日
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
く
)

。
璃
繭
班
長
活
相
談

2
芦
田
自
(
金
)
、
幻
自
(
金
)
、
3
月
6
5
(
金)、

同
時
1
日時

。
淀
川
判
年
金
栂
談

3
月
刊
日
(
木
)
、
日
時
5
日時

。
発
明
帯
聾
特
許
鴇
談

3
月
9
日
(
月
)
、
刊
時
1
日
時

〈
〉
下
調
取
引
樹
談

2
月
四
日
(
木
)
、
日
時
却
分
1
M時

務
少
年
制
帽
緩
窓
(
市
民
セ
ン
タ
?
一
一
階
)

日抑

i
七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
3
話
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

心
機
み
ご
と
地
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

お

j
七
八
一
一
一

O

月
IS
土
曜
日
9
時
1
国
時
却
分

機

社

会

鎗

お

i
…一一一一一一一一一一

A
Y心
配
ご
と
楠
畿
犠
週
月
曜
日
、
日
時
3
日
時

。
母
手
掛
滋
揮
選
河
11金
曜
日
、

9
時
5
日
時
担
分

。
車
底
油
品
購
帯
駿
舘
趨
月
S
金
曜
日
、

9
時
1
M四時

。
高
韓
議
磯
轟
欄
畿
管
領
瑚
月
よ
思
曜
日
、

9
時
四
分
S
M
時

土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
蟻
人
樟
談
毎
月
第
3
木
曜
臼
、
日
時
1
t日時

iヰ



一
か
ら
の
給
与
支
払
証
明
醤
@
事
一
す
る
と
、
税
金
は
か
か
ら
な
い
。
一

O
四
六
七
沌
八
六
二
ハ
)

一
業
所
得
お
よ
び
不
動
産
所
得
は
収
一
廃
車
す
る
場
合
は
、
標
識
、
擦
一

一

一

一

道

路

潟

地

は

非

課

税

一
支
内
訳
書
(
帳
簿
童
目
録
)
一
識
交
付
申
請
童
『
印
鑑
を
持
参
し
一

一
守
護
控
除
の
あ
る
方
は
、
喜
一
て
、
市
市
民
税
課
税
制
係
(
喜
一
公
衆
道
路
と
し
て
、
土
地
の
一

一
等
ま
た
は
筈
季
世
の
証
明
書
一
一
一
六
八
)
で
史
容
。
一
部
が
使
用
さ
れ
て
い
る
所
有
者

一
マ
医
療
費
鐙
除
の
あ
る
方
は
、
庶
民
一
な
お
、
他
糧
の
軽
自
動
車
等
を
一
は
、
そ
の
部
分
を
分
築
し
、
登
記

一
部
ま
た
は
康
培
地
情
衡
の
領
収
書
一
廃
車
す
る
場
合
も
手
続
ぎ
を
。
一
が
完
了
し
た
と
き
に
印
刷
け
出
を
。

一
マ
益
課
険
料
生
禽
陸
料
の
一
マ
2
輸
の
小
型
自
動
車
、
軽
2
輪
一
公
共
の
用
に
供
す
る
道
路
と
し

一
あ
る
方
は
、
そ
の
領
収
壷
固
ま
た
は
一
車
(
二
五
O
目
以
下
)
一
て
の
要
件
が
あ
る
土
地
に
限
り
、

市
内
一
支
払
金
額
選
警
き
童
書
留
了
暴
露
車
検
査
登
録
事
務
所
一
届
け
出
の
翌
年
度
か
ら
非
課
税
扱

に

事

務

所

・

霊

薫

・

家

屋

敷

を

一

一

(
O
m竺
ハ
一
了
間
山
i
s
O
O八
五
)
一
い
と
な
る
。

有

す

る

方

。

一

申

告

の

相

談

は

ず

長

4
輸
の
軽
自
動
車
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
資
産
蓄

量
泉
分
離
課
税
在
選
択
し
て
い
一
申
告
書
の
書
き
方
、
所
得
量
了
神
奈
川
書
霊
協
会
(
喜
一
土
地
係
(
内
線
一
一
八
八
)
へ
。

る
株
式
の
配
当
所
得
の
あ
る
方
。
一
の
仕
方
な
ど
わ
か
ら
な
い
点
は

申
告
に
必
察
な
も
の
一
お
気
軽
に
ご
蓄
を
。

一
中
市
役
所
市
民
税
議
(
内
線
二
七

マ

印

鑑

一

O
)

マ
所
得
の
一
説
明
簿
め
括
和
匂
所
得
一
マ
平
塚
税
務
署
(
電
話
訟
一
問

者
は
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
事
業
王
一
円
H
)
)

最
近
の
建
物
は
サ
ッ
シ
等
に
よ

り
密
開
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、

室
盤
内
で
仏
霊
濠
が
聞
こ
え
な

。
教
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

災
窓
ガ
ラ
ス
等
宇
品
開
け
℃
情
報

防
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
す
ぐ
に
家
庭
の
防
災
会
議

そ
の
と
き
、

市
e

察
同
氏
税
の
申
告
持
期
と
な

り
、
市
で
は
、
申
告
が
必
要
「
恵
一

わ
れ
る
方
に
、
申
告
用
紙
を
送
付
一

し
て
い
る
。
申
告
用
紙
が
居
か
な
一

く
て
も
申
告
が
必
婆
と
思
わ
れ
る
一

在
、
市
民
撃
で
用
紙
を
受
け
…

取
り
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
て
い
…

た

だ

き

た

い

。

…

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
一

さ
れ
た
方
は
、
市
・
県
民
税
と
季
一

業

税

の

申

告

欝

を

侵

出

し

た

も

の

一

平

塚

市

で

は

、

濃

か

ら

都

市

計

一

発

指

導

課

と

み

な

さ

れ

る

。

し

た

が

っ

一

九

一

商

法

に

基

づ

え

開

発

行

為

等

の

一

線

一

毎

年

所

得

税

の

務

一

疋

申

告

品

き

れ

一

制

作

均

す

る

事

説

明

の

委

任

を

受

け

一

関

抑

制

て
い
る
方
に
は
、
で
県
民
税
の
一
要
所
得
税
の
由
主
口
用
紙
丘
思
量
し
て
お
り
、
豊
中
に
巡
回
に
よ
る
申
告
相
談
と
、
申
一
蓄
の
世
田
美
な
ど
の
無
料
申
告
一
望
思
議
げ
付
す
る
ご
と
に
一
立
法

申
告
用
紙
一
筏
持
付
し
て
い
な
い
二
届
い
ど
も
、
所
得
の
減
少
な
ど
に
一
給
与
・
事
業
・
利
子
配
当
毛
主
告
受
け
付
け
を
む
つ
の
で
、
最
寄
一
相
談
を
開
く
。
一
な
っ
た
。
一

i
ノイ

ヤ
県
民
税
の
申
告
用
紙
が
届
一
よ
り
所
得
税
の
確
定
申
書
し
な
一
霊
等
の
所
得
か
あ
っ
た
方
。
一
り
の
会
場
に
お
出
掛
け
を
。
一
マ
警

2
5臼
(
火
)
i
m
一
こ
の
事
費
、
間
開
発
行
為
の
許
一
四
月
一
思
議
発
許
可
等
の

い
た
方
で
、
所
得
税
の
確
定
申
止
こ
く
て
も
よ
く
な
っ
た
方
で
、
宇
一
た
だ
し
、
給
与
所
得
者
は
喜
一
芯
喜
怒
}
一

B
釜
の
午
前
9
誌
分
よ
一
司
、
率
化
重
次
警
の
建
築
一
事
務
を
行
~
っ
き
に
な
あ
が
、
問
問
一

を
さ
れ
る
立
で
県
民
税
の
一
県
民
税
の
申
書
必
要
芳
は
、
一
申
告
の
必
要
は
な
い
が
、
次
の
よ
了
受
け
付
け
富
午
前
9
宇

一

後
3
詰

分

一

言

寄

な

ど

の

審

奪

す

る

も

一

童

書

導

要

綱

に

考

く

協

議

一

い

る

手

続

き

を

す

る

室

、

「

平

一

号

、

こ

れ

申

告

用

紙

を

撃

し

て

い

た

だ

き

一

市

民

襲

で

喜

用

紙

を

受

け

取

う

な

方

は

申

告

を

。

一

昔

分

一

マ

会

場

市

葉

市

民

ホ

ー

と

の

で

あ

り

、

霊

神

奈

川

県

率

一

は

、

葉

ど

お

り

言

語

一

塚

市

雲

書

室

長

一

に

よ

り

生

計

量

し

て

い

る

と

た

い

。

一

り

申

告

し

て

い

た

だ

き

た

い

。

一

会

警

か

ら

給

与

支

払

報

喜

一

マ

員

百

驚

公

選

一

一

口

に

な

っ

て

い

る

も

の

売

平

塚

一

発

指

導

課

で

雪

。

一

づ

く

協

議

与

っ

て

い

た

だ

く

。

一

と

索

税

む

お

よ

び

そ

の

璽

i

塚

一
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
。
一
マ

2
5日
豪
語
支
所
一
軽
自
動
家
の
一
市
が
む
つ
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
一
宅
地
の
要
産
事
の
建
設
一
芸
品
霊
法
に
基
づ
く
一
宮
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い
な
い

日

の

受

け

付

け

は

一

・

給

与

所

得

以

外

に

、

農

業

e

不
一
;
習
農
協
塁
爺
一
廃
車
申
告
を
一
こ
の
事
務
の
警
に
よ
り
会
一
を
す
る
と
き
時
都
市
言
葉
一
重
時
都
市
部
逮
築
指
導
諌
が
こ
と
④
そ
の
他
、
別
に
定
め
る

一
動
産
等
の
所
得
が
あ
っ
た
方
。
一

7
2晃
司

書

公

民

館

一

一

宮

警

な

発

展

と

一

秩

序

あ

る

整

一

護

霊

法

な

ど

で

定

め

ら

れ

て

↑

付

っ

て

い

る

。

一

基

準

に

適

合

す

る

こ

と

霊

人

マ
期
間

2

5
日

(
5
1
3
一
告
著
書
き
互
や
「
撃
の
竺
・

2
か
所
以
上
の
豪
華
等
か
ら
一

7
2
5
R
農
協
表
章
一
一
一
一
三
以
下
量
動
機
富
一
績
を
u
目
指
し
た
都
市
環
境
づ
く
り
一

I

l

l

i

-

-
ー
ト
i
l
1
1
1
1
1
1
;
l

一
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
を

月

初

日

(

三

一

三

著

書

に

し

亡

事

前

に

一

給

与

の

支

払

い

を

受

け

た

方

。

一

マ

2

月

お

日

豊

田

公

民

館

一

転

車

、

耕

毒

薬

草

す

る

警

一

が

で

き

る

よ

う

に

な

る

。

一

?

-

:

:

す

持

参

す

る

も

の

①

住

民

票

た
だ
し
、
土
替
の
差
お
よ
一
記
入
の
う
え
早
め
に
済
ま
せ
て
一
昭
和
豊
の
中
途
;
基
一
マ
3
月
3
臼

農

協

望

新

一

は

、

四

月

一

臼

ま

で

に

重

喜

一

問

い

合

わ

せ

襲

撃

喜

一

競

輪

場

内

の

売

癌

霧

集

一

(

外

題

入

選

口

は

義

人

登

録

び

臼

警

は

除

く

。

一

い

た

だ

き

た

い

。

一

を

議

し

た

方

。

一

マ

3
4白
書

長

銀

一

j
i
l
i
l
i
-
-
1
l
i
l
l
-
l
i
l
i
-
-

一

;
;
J
Z
一
霊
童
、
法
人
の
場
合
は
定

品

駐

日

目

減

、

窓

口

が

一

豊

島

義

喜

一

ト

マ

遂

に

勤

務

し

て

な

一

話

相

相

談

開

く

一

課

韓

脅

麟

の

離

覧

を

一

九

日

詰

問

、

軒

計

一

一

特

門

前

計

計

約

時

一

計

号

機

自

信

騒

申
告
は
「
申
一
マ
昭
和
室
1
月
1
日
現
住
、
市
一
マ
昭
和
室

1
月
1
臼

現

在

、

主

税

理

士

会

平

塚

支

部

で

は

、

申

一

一

重

量

老

妻

集

ず

る

。

一

マ

応

募

資

機

①

市

内

に

1
年
一
書
(
法
人
の
受
器
、
そ
の
代
表

3
月
2
臼

か

ら

訪

日

ま

で

一

芸

村

議

e

特
一
憲
付
属
会
一
以
上
引
き
続
露
往
し
、
住
民
義
一
者
お
よ
び
法
人
の
も
の
)
③
印

一堂

2
活
鱗
@
飲
食
話
語

9
一
本
台
緩
ま
phは
外
国
人
登
議
法
に
一
緩
(
法
人
の
受
母
校
邸
お
よ
び

関
定
資
産
霊
山
口
綴
の
縦
覧
百
一
マ
審
議
所
市
資
産
税
一
課
一
番
・
並
量
震

6
量
一
よ
り
平
煩J

市
に
登
議
さ
れ
て
い
る
一
代
表
者
印
)
④
営
業
許
可
響

穏
が
決
ま
っ
た
。
一
寸
縦
覧
で
き
る
万
資
廷
の
一
喜
一

V
受
け
付
け

2
5日
(
火
二
こ
と
害
内
に
お
い
て
、
過
去
一
審
議
免
撃
ま
た
は
そ
れ
に

こ
れ
は
、
悪
六
士
一
年
度
の
一
者
お
よ
び
向
居
の
親
族
、
約
審
一
2
月
訪
日
(
さ
の
2
白
濁
一

1
年
以
上
重
す
る
震
と
向
二
か
わ
る
も
の

毘

定

資

産

税

お

よ

び

都

市

計

画

税

一

理

入

、

決

定

代

滅

入

、

所

有

者

の

一

マ

注

意

事

現

①

申

し

込

み

は

ー

の

基

礎

と

な

争

ヱ

地

、

家

屋

、

償

一

祭

任

状

ま

た

は

同

意

を

得

た

方

一

人

(
1
法
人
)

1
局
織
と
す
る

却

資

産

の

儲

簿

一

帯

を

決

定

し

、

箇

一

マ

審

査

の

申

し

出

諜

税

台

娠

に

一

②

関

患

の

親

族

は

問

問

一

人

と

み

な

定

資

産

課

税

台

帳

に

禁

錯

し

た

た

一

登

録

さ

れ

た

事

項

に

不

服

が

あ

る

す

守

宮

の

趨

頭

、

価

格

に

つ

め
、
こ
れ
を
穏
係
者
に
見
て
い
た
一
方
は
、

3
月

初

日

ま

で

に

平

塚

市

い

て

は

市

の

指

示

に

従

う

こ

と

だ
く
も
の
。
期
間
市
内
に
印
鑑
を
持
一
出
国
定
繁
産
令
官
干
俗
饗
査
委
員
会
に
審

参
の
う
え
、
縦
覧
を
。
一
査
の
申
し
出
が
で
き
る
。

マ
縦
覧
期
間

3
月
2
臼
1
初
日
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
資
産
窺
謀

(
内
線
一
一
九
一
)
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け
を
受
け
た
方
は
、
今
腐
の
申
し

込
み
は
で
き
な
い

マ
問
い
合
わ
せ
先
公
営
事
業
記
刑

事
業
課
(
電
話
れ
一
一
一
九
三
五
)

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
破
し
た
こ
と
に
感
議
す
る
た
め
関

「
福
祉
基
金
感
謝
の
つ
ど
い
」
は
い
た
も
の
。

一
一
月
一
日
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
会
感
謝
の
つ
ど
い
は
、
市
長
が
丸

場
い
っ
ぱ
い
に
埋
め
尽
し
た
一
千
山
浩
路
氏
と
対
談
形
式
で
基
金
の

六
百
人
が
参
加
し
て
泊
聞
か
れ
た
。
経
過
と
事
撞
謂
報
告
を
説
明
し
た
あ

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
市
と
、
U

渓
話
で
ト
ー
ク
a

H

ベ
ギ
1

間
民
の
皆
さ
ん
の
渇
か
い
善
意
で
、
葉
山
の
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
ゆ
で
半
臼

複
祉
基
金
が
自
国
慌
の
烈
億
円
を
突
を
業
し
ん
だ
。

(3) 

ご近所お誘い合わせのう式、ご事加を。参加熱料

市役所集合8時50分、解散午後4時、弁当持参

⑧F務内巡り{ー鍛)… 3}寺20El(重量}
。見学先総合公鐙(球場と競技場)、ごみ破砕組理場、白

寿校、ぴわ青少年の家、遠藤原一般廃棄物最終処分場

⑧綾子巡り{小学生生と貌}①3月2613②)守28El
@見学先 頭議吉宮、総合公欝{球場と競技場〉、びわ青少

年の輩、遠藤原一般燦棄物最終処分場、消防総合郡i諌 場

0145募方法往復はがきに謹参加者全員の住所、氏名、年齢、

学年、言電話番号と希望日を記入のうえ、 2FJ25Bまでに申し

込みをs ただし、各コースとも先着知人。

・守254平壕市f浅号車IlfJ9 1 平理市広報課広報係

平場ウインドオーゲストラ

ア ン サ ン プ ル や よ い

フルートクラブ、シリンクズ、、

グルーゲインサウンズオーケストラ

3 

〔駐車場がないた曲家でのご来場はご連房設を〉

15 

主糧 中央公民館(34~2111)、ミュージックフェステ J パル実行詩員会



平尺きまま，t"t宗青主主票そ童話提言語字平 議離義弘 一--:227UHiH警告2521日鐸警i 討言 j問自h
日町村守口HH戸UEf議夢中芸ささ ;zZれH

ilHiiiN2iiiiiiili習計:;iiiii
市内心秋鱗融 当日引き訂正ドドド苦心22hjif町ii
民ら計量異議議費設露三否定=宅在 宅よ最重のな生とる三ド町民 iLき持主主!日Z去志向
誌臨時欝千軒室長宗2212U予言125ii憲民間岩手持;;325互

lji;ii長野if注目:iiiiii111iiiiiiHi-fif
fiiaffiiidR21日iii;Hiiihii;i;Tiz轟轟η22?iiH

教、るい住れか庖 菩と¥大ヲがさが苓かうちかたら V窓さ来い名ンしi:'!1た。民議援態議議議議ラ J需皇 制シぎ結 h 

ii!iiiidiiiiiiii;iiHiiicii1:!日誌藤野行事!?ii見
通;25222HH討持日FfH訪日ロド22語手よぷん μL

i:句iihiif5iiijiii!ili;iiiiiliiziizh詰iii;; 
持署長時計詰ii251zuq言言語14;わ在日i。守計詩集ちM215i聖堂量江主主負担雲市tfihhM吋 t弔問叶1GR22
bJM HzoS喜色はさ警ぞ 日時三 芸名言主主主事5 A3皇 室ff'F思空会肉類判事ん

言宗青完ぎ警守
金量五三雪之z
i=弘i室長
つ 日カ戦つ合落

三議止党ペ長室
交員会芸主主事

利乎室主2
1お塚 f空宇i雲
母1 競所う義

主著引き
み の 守幸 jレ古寺

中長足 1

軒与量言管室
523i辻堂三者ヅ
!γ22;要
三員宅E号室 i
ぢ護 霊芸警告

競技場の務し込み方法

一竺二子工忌三五
大会、競技会、

上記以外のノゴ続犠競j使用前月の 1

技等の主樺者と樟習 i~7 日まで

年間、月間二申し込|使用する10
謡かった主催者叶まで

樟習(陸上競技の利用 する当

初信用の間体 |で

年度会員 I 3月中旬カ

時料個人 i申し辺み弓主

孟i喪 主賢~\騨込・， ，. 
議

引議ミ-z-〉

。プcl懇潔オープン戦
月24包{火)13時大洋 i荻急

く>4月のま事霧器告し込み

(4) 

方
で
決
ま
る
な
ら
、
素
尽
な
気
特

ち
で
幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
、
生
き

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

鰻
康
欝
部
地
は

ま
婦
思
議
J

で

金
洛
学
校
代
繋
(
織
的
)

語選手自62査手2fi苦守 58  

「おはようございま す j

よすぐ

告主畿のために識的ランニング

も議

牽主持E襲j簿で要撃さ桂一号究者聖子藷ばせ

b ぎるつカも

ぞ雪艶

「
お
は
よ
う
と
苫
い
ま
1
す」

と
元
気
な
声
で
、
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
子
供
た
ち

が
登
開
閉
し
て
き
ま
し
た
。
保
育
闘

の
一
日
の
始
ま
り
で
す
。

大
勢
の
友
だ
ち
ゃ
優
し
い
先
生

と
い
っ
し
ょ
に
、
歌
を
歌
っ
た

り
、
お
ゅ
う
ぎ
を
し
た
り
、
元
気

に
遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
や
三
時
に
は
、
給

食
の
お
ば
さ
ん
が
、
作
っ
て
く
れ

た
お
い
し
い
給
食
や
お
や
つ
を
長

ベ
て
、
お
な
か
を
い
っ
ぱ
い
に
し

て
楽
し
く
一
臼
を
過
ご
し
て
い
ま

したので
も
、
子
岱
た
ち
が
一
番
う
れ

し
そ
う
だ
つ
た
の
は
、
波
え
に
来

て
く
れ
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

の
輔
棋
を
日
比
た
と
き
で
す
。

事

7t重畏に先生主とポール連豊ぴお培うき金主購望書ですれ



と
れ
時
打
れ
れ
来
て
数
年
が
件
枝
問
凶
行
口
問
吋
時
れ
れ
れ
訪
日
時

U
H一
四

日

目
J
U
1
h
u
iキ
一

使

ト

佐

知

子

江

川

抗

野

守

一

へ

。

一

れ

唯

一

一

ア

高

(

中

@

高

過
ぎ
、
子
供
が
小
学
校
に
入
学
し
ど
も
あ
O
ま

し

た

。

め

、

一

歩

一

愛

則

進

し

て

い

き

た

一

ッ

ク

オ

フ

一

i
i
i
!
l
i
l
i
-
-
j

一
生
)
、
ジ
ュ
ニ
ア
低
(
小
4
1
6

た

と

宅

地

元

の

方

と

の

棄

が

詩

文

庫

活

動

を

過

し

て

、

親

い

と

思

い

ま

す

。

て

日

本

サ

ッ

カ

ー

リ

ー

グ

一

部

公

一

育

課

で

受

け

付

け

る

。

以

後

は

、

一

年

生

)

一

国

鉄

で

は

、

ま
っ
た
く
な
く

5っ
ち

だ

と

し

五

勉

強

を

続

け

、

蓄

に

一

一

一

一

一

寿

一

致

で

若

一

式

戦

日

産

自

動

車

対

マ

ツ

ダ

一

盤

、

が

一

一

年

連

一

臼

産

車

体

畳

表

(

雪

占

一

7
言
語
分
)
ジ
ュ
ニ
一
「
い
き
狩
り
」

っ

た

こ

と

に

気

づ

き

ま

し

ペ

そ

対

し

て

も

、

何

が

で

き

る

か

考

え

一

サ

ッ

カ

ー

ク

ラ

ブ

蜜

入

場

券

)

一

七

0
0内
線
二
一
一
二
一
一
一
)
で
受
け
一
ア
八
千
円
、
そ
の
他
五
円
一
運
転
す
る
。

こ
で
、
言
葉
や
顔
に
こ
だ
わ
ら
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
努
を
育
て
よ
う
す
3
耳

目

玉

ノ

千

後

2

時

一

一

月

十

一

缶

(

臼

)

に

第

一

一

一

十

言

付

け

る

。

一

マ

申

し

込

み

往

復

は

が

き

に

佳

一

マ

運

転

臼

3
月
8
日
・
訪
日
・

ず

、

子

君

主

に

き

品

出

あ

い

ふ

れ

あ

義

父

母

の

金

量

(

な

で

し

こ

)

一

品

分

キ

ッ

ク

オ

フ

一

一

ニ

白

書

震

対

襲

警

一

〈

敬

称

懸

マ

コ

ー

ト

全

天

候

型

一

一

随

一

所

、

氏

名

義

、

霊

番

号

、

一

首

会

会

菱

自

)

量
る
吉
、
む
に
韓
国
い
ま
し

7

7

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
東
一
主
主
れ
た
。
一
マ
優
勝
旭
奈
川
富
美
夫
、
藤
マ
所
在
地
平
塚
市
土
屋
字
清
水
石
望
ク
ラ
ス
孝
明
記
し
、
2
月
干
費
用
大
人
四
千
六
百
円
、
山

学
校
の
行
事
長
極
的
に
重
い
仕
事
と
家
庭
私
韓
併
山
欝
ん
一
海
大
ト
ラ
イ
ト
ン
ズ
対
日
大
ブ
ヱ
一
会
会
に
は
各
地
広
か
ら
一
一
十
一
原
妻
、
小
善
宏
、
堂
議
、
一
平
塚
あ
る
く
会
で
は
、
棄
を
一
一
昔
(
土
)
ま
で
に
、
高
平
塚
一
人
一
一
一
圭
一
再
(
室
存
)

日町一湖沼

7ii中
)
韓
議
善
ド
g
(一転
白

百

旦

{

一

主

月

日

雇

語

諸

冨

ー

詰

立

日

記

霊

を

お

お

せ

っ

か

り

、

雪

で

襲

撃

鶴

野

ん

議

離

舞

誇

棚

一

大

一

関

空

一

、

猪

俣

雅

昭

、

榔

川

英

一

号

軒

以

上

の

持

は

3

1

7
係
へ
。
な
お
、
義
の
受
口
一
詳
し
い
こ
と
は
、
豊
富

働

く

言

、

遣

の

壊

に

も

溶

融

鶴

諸

事

長

選

警

T
1

一

ノ

体

レ

一

幸

、

章

一

)

一

(

臼

)

以

後

主

一

市

長

ム

量

章

、

震

一

?

と

ま

。

一

旅

行

セ

ン

タ

ー

(

ラ

ス

カ

会

主

む

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

母

麟

騒

い

れ

れ

静

伊

藤

今

の

世

の

中

は

互

の

た

め

一

円

4

↓

…

7
3位
富
士
見
(
警
俊
一
一
、
一
マ
受
口
当
日
午
前
8
誌
分
に
一
改
修
工
事
の
た
め
鮮
語
十
二
月
一
色
、
合
わ
せ
体
裏
一
霊
お
一
一
六
三
O)
へ。

親

ク

ラ

ブ

の

代

言

昔

、

霊

轟

離

欝

鶴

こ

と

い

う

主

義

が

あ

ふ

れ

で

い

一

る

一

大

ボ

一

校

長

、

2
2露

一
平
塚
駅
改
札
口
付
近
へ
一
よ
り
?
っ
て
い
た
が
二
一
一
一

L
c

詩
人
会
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
o

語

講
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毒

殺
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よ

う
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わ
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権
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議

、
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コ
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ス
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震
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一

一
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月
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日

(

さ

よ

り

利

用

で

き

一

婦
人
章
、
各
地
の
婦
人
震
と
季
語
需
を
や
む
と
し
た
こ
の
裏
同
大
人
た
ち
が
笠

i
お

本

選

2一
二

権

権

7
4
議

・

5

位

港

一

宣

言

語
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寺

霊

堂
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と

に

な

っ

た
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誌
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民

間
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す

め

て
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ド
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日

開
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叫

ヰ
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朝

一

6

佼

城

島

一

計

山
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開

域

山

公

闘

一

し

戸

川

日

目

日

umて

こ

も
う
二
ノ
、
私
は
毎
年
帰
省
し
商
家
に
生
ま
れ
た
私
は
、
大
努
れ
や
自
己
満
足
と
な
っ
て
は
い
な
一
間
間
会
寸
鴎

ι
宍

芳

三

健

康

ラ

ン

ニ

ン

一

芸

事
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一

一

一

百

五

十

円

一

v
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し
込
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方
法
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時
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目
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日
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問

れ
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れ
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間

十

対

し

て

過
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知

町

一

グ

大

会

員

く

一

足

時

る

も

の

弁

当

ホ

一

ミ

「

駐

日

出

守

一

室
、
留
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
く
ま
差
し
か
っ
た
た
め
、
お
手
保
護
と
か
、
放
症
と
か
喜
一
口
わ
れ
て
一
、
壬
の
鶴
本
日
メ
関
塚
本
奈

Z
一

教

育

委

員

会

で

は

、

ラ

ン

ニ

ン

一

一

マ

利

用

品

毎

週

火

警

よ

…

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
o

伝
い
さ
ん
ま
か
せ
の
子
供
持
代
を
い
ま
す
。
し
か
し
、
産
比
べ
て
一
い
か
で
問
日
東
ア
南
平
日
神
全
全
一
グ
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通
じ
て
体
力
増
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は
か
一
塁
巷
ア
ニ
ス
コ
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前
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時
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し
て
い
一

i
ト

の

利

用

を

一

(
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日

長
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)

一

ン
テ
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ア
ト
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ク
シ
ョ
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と
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の
た
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供
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な
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な
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子
一

E
技
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{
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(

(
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{
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{

自

己

一

た

だ

く

た

め

、

第

七

宮

ん
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一

一

し
て
撃
さ
れ
た
際
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ま
た
東
北
だ
げ
の
生
活
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
供
に
か
か
わ
る
蓄
が
増
え
て
き
一
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競

日

日

R
H
1
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目
白
臼

E
支
し
く
一
健
康
ラ
ン
ニ
ン
グ
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霊
一
一
月
広
報
で
量
産
平
塚
総
て
ア
ニ
ス
ス
ク

新
幹
線
の
開
通
記
念
の
憶
し
で
し
た
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こ
ろ
が
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希
望
が
か
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た
こ
と
は
事
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す
o
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え

た

時

一

刊

誌

問
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す
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郷
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パ
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と

し

た

蓄

の

場
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ち

た

い

と

日
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か

ら

「
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み

は

く

ず

か
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:
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毒

事
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中

学

校

古

い

て

お

知

ら

せ

す

る
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一

ス

ス

ク

ー

ル

議

く

o

一

め
る
こ
と
も
社
会
参
加
の
一
環
で
思
量
し
た

02い
か

と

考

ご

に

捨

て

な

さ

い

」

と

子

供

に

し

一

レ

ジ

ャ

;

訪

問

問

募

集

す

1
ス
金
旭
中
学
校
喜
一
マ
害
毎
月
第
一
答
一
一
木
一
マ
日
程
第
1
期
(
4
1
6
…

主

な

い

か

と

満

足

し

て

い

ま

す

。

え

た

と

き

、

や

は

り

生

ま

れ

た

と

つ

け

て

い

る

票

、

震

で

外

出

一

;

一
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2

J

二

一

書

写

イ

ク

リ

ン

グ

コ

ー

ス

二

警

①

9
マ

ロ

時

②

ロ

マ

玉

、

第

2
嬬

(
9
1
2、
第
一

こ
れ
か
ら
も
、
腕
を
張
つ
一
f

を
さ
か
ら
の
商
人
魂
を
身
に
つ
げ
て
レ
た
と
き
に
、
平
気
で
ご
み
を
鐙
一
希
望
者
は
地
域
づ
く
り
諜
へ
一
マ
申
し
込
み

2
Z
B
(月
二
日
時
、
③
誇
1
M時
一

3
期

(
1
1
3
5

一

会

式

会

加

を

し

て

い

き

た

い

と

思

い

い

た

こ

と

に

き

室

長

。

雲

足

し

た

り

す

る

こ

と

が

あ

一

一

1
A
M
B
王
室
午
ま
で
す
坤
し
ま
方
法
毎
月
一
日
、
一
マ
ク
ラ
ス

L警
(
火
寝
泊
一

ま
す
。
商
い
を
す
る
に
つ
い
て
、
遊
び
り
ま
す
。
一
市
で
は
、
レ
ジ
ャ
ー
菜
題
の
利
了
利
用
期
間
約
2
年
一
詳
し
い
こ
と
は
、
雲
墨
田
開
会
一
一
百
に
翌
月
分
を
教
育
委
口
員
会
体
一
の
立
時
泊
分
1
H碍
)
属
中
級
一

心
か
ら
の
気
持
ち
で
は
い
け
な
子
供
は
、
こ
う
し
た
殺
の
言
行
一
用
者
を
嘉
集
す
る
。
了
区
画
数
叩
区
画
一
l
l
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
-
一
者
(
金
曜
日
の
ロ
時
お
分
1
H

Uぐ
同

!

日

訂

版

討

戸

時

一

見

れ

恥

町

一

の

れ

れ

れ

恥

時

十

M
J
{
H
A
W
U詩
情
i
L
費

擁

ご

み

の

襲

鱗

報

品

輸

一

向

rMM)2(
品一一山
J
M

議
?
ぎ
し
た
。
自
殺
詐
商
し
、
で
い
い
ん
だ
、
と
一
考
え
て
し
ま
っ
一
余
暇
を
有
意
義
に
過
こ
せ
る
よ
一
(
平
塚
球
場
東
約
一
庭
山
)
一
新
平
塚
万
式
と
し
て
、
ご
み
の
一
実
績
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
お
知
ら
一
曜
日
の

ω時
ぬ
分
〈
、

J

ロ
時
)

実
行
す
る
こ
と
を
自
分
の
起
と
で
は
大
変
で
す
。
親
の
言
葉
を
子
一
う
、
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
問
問
了
利
用
期
額
約
2
年
一
分
別
収
集
が
昨
年
十
円
円
か
ら
全
治
一
せ
す
る
。
表
で
も
わ
か
る
と
お
り
…
初
心
吾
(
金
曜
日
の
9
持

tω
時

し
、
ま
た
自
分
を
磨
き
つ
つ
、
人
供
が
心
か
ら
守
る
よ
一
コ
に
、
圭
一
戸
行
一
設
し
て
い
る
。
ア
区
溺
数
白
川
巴
酒
一
に
実
織
さ
れ
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど
一
大
変
大
き
な
金
額
と
な
っ
て
い
一
お
分
)
・
ジ
ュ
ニ
ア
高
(
土
曜

か
ら
主
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
が
で
示
す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
一
義
証
言
、
い
ず
れ
も
一
~
ね
申
し
込
み
方
議
一
昨
年
十
二
月
ま
で
の
葉
、
」
み
の
一
る
。

B
の

凶

器

マ

五

)

ジ

で
き
た
ら
、
量
高
だ
と
思
っ
た
の
し
よ
う
か
。
一
約
十
六
平
方
幻
で
あ
る
0

7

利
用
で
き
る
方
市
内
在
住
者

で

す

。

要

す

る

に

、

子

供

に

対

す

る

親

一

{

葉

土

レ

ジ

ャ

i
菜
趨
〕
守
利
郎
総
蛤
3
月
下
旬

十
年
の
問
問
に
は
、
色
々
な
こ
と
の
心
持
け
と
し
て
は
、
親
は
む
や
一
・
所
在
平
塚
市
真
土
一
一
一
二
一
マ
申
し
込
み
期
限

2
月
幻
ひ

が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
を
警
は
せ
み
に
子
供
の
世
話
告
や
く
こ
と
だ
一
(
大
野
公
民
館
街
一
一
両
日
州
)
(
土
)
花
時
必
着

る
こ
F
ほ
で
き
て
も
、
十
入
室
喜
付
に
生
き
が
い
を
見
い
出
す
の
で
一
・
利
用
期
間
約
1
匂

ヤ

申

し

込

み

万

法

希

望

す

る

菜

ば
せ
る
こ
と
の
難
し
在
、
ま
た
自
は
な
く
、
も
っ
と
子
供
の
内
館
に
一
・
区
柄
数
田
区
緬
闘
を
選
び
、
地
域
づ
く
り
諜
お
よ

分
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
、
む
を
注
ぎ
、
そ
の
成
長
を
引
き
伸
一
{
盟
問
調
時
&
レ
ジ
ャ
i
議
出
回
〕
び
市
立
公
民
館
に
あ
会
所
定
の
申

箆
も
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
ば
す
こ
と
に
心
掛
け
る
必
要
が
あ
了
所
在
平
零
市
黒
部
丘
幻
込
書
に
記
入
し
、
申
し
込
み
を
。

婦
人
が
、
仕
事
と
玄
庭
を
高
立
る
と
思
い
ま
す
。
一
(
照
十
五
平
塚
工
業
白
同
校
商
側
)
な
お
、
申
し
込
み
は
一
位
帯
に

し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
と
、
そ
よ
く
ぷ
は
親
の
後
ろ
姿
を
阿
見
了
利
用
雨
期
間
約
2
年
っ
き
一
枚
と
し
、
応
牽
引
多
数
の

の
賛
否
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
人
て
育
つ
u

と
言
わ
れ
て
ま
す
が
、
一
e

町
民
庖
数
幻
区
耐
と
き
は
抽
せ
ん
と
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
る
信
条
次
第
続
安
一
再
会
の
教
え
こ
そ
が
、
一
{
徳
延
レ
ジ
ャ
ー
菜
恩
マ
申
し
込
み
先
守
山
平
塚
市
浅

で
、
い
か
よ
う
に
も
生
き
ら
れ
ま
子
供
宇
内
再
開
か
ら
感
化
さ
せ
る
と
一

B

所
花
平
原
市
徳
廼
九
九
一
間
町
9
1
平
壌

す
。
幸
せ
、
不
幸
せ
が
心
の
あ
り
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
一
(
平
塚
大
橋
西
約
吾
川
川
)
り
諜
(
内
線
一
二
ハ
四
)

延滞議"0-

F再

毒事

(
電
話
幻
一
一
一
O
六
O
)

'̂ 。
詑
日
に
あ
る
く

会

掛

川

会

を

開

く

272.020kg 
722，820kg 
385，960kg 

92，185kg 
145，345kg 

145，500kg 
150， 735kg 
778，895kg 

111，390kg 
408，993kg 

171.110kg 
163.803kg 

289，727kg 
173，601kg 

84，780kg 
87，980kg 

34，260kg 
60， 375kg 

t>4.065kg 

64，680kg 
272. 243kg 

321，965kg 
160> 280kg 

73，595kg 

176，160円

5，782，560f-弓
3，087，680F可

737，480F9 
1，162，760門
1，164，OOOP"-3 

1，205，880P1 
6.231. 160Pj 

891，120r弓
3，271， 944fLJ 
1，368，880円
1，310，424P工1

2，317，816円
1，38さ，808P]

678，240f弓

703，840f弓
274，OS0P1 
483，ooor弓
432，520Fj 

517.440FS 
2す 177，944F弓
2，575，720¥='-I 

1，282，240P-3 
588. 760f'LJ 
231，680P-] 
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資;潔ごみの震いよ11

崇蕎南

11 ~t 

"中
松原

富士見

南原

中原

松が丘

八幡

四之宮

真土

構内
田村

メ; 字申

域 島

豊田

向 崎

A! ~と
旭南

金目

金聞

と

吉

(5) 

資i態ごみ t量得(U室)議たりの縁取重量と金聖書

7 

労働セミナー

議官事総作家
{鱗富市総介}

昭和31年東京生まれ、東京女子大学折'芋

科卒。夜学中から劇団「締暗」を主宰、

昭和58年積劇築[11fN01SEJを結成七横

劇、パフォーマンスのf乍、積出を手がけ

ている。

とき 2 !'l20B (金)
午 後 6時 15分跨場

ところ勤労会館
※問い合わせ勤労会会富 (32~3355) へ



小説・文

簡をてらす足おと

牙
干し子外伝

雪のアルバム

挑 戦者たち

白昼の迷路

旅の終りに

尊

重兼芳子

北方謙三

六Jli富之助

ゴt南綾子

落合信彦

三好撒

五木寛之

永畑道子

ラブ・ストーリ

スティーヴン・グリ ンリーフ

極北のレクイエム 北野慶

t世界一精 子 連 れ 航 海 記 渇人

小説の周辺 藤沢縄平

極 楽ー了図 山手樹一郎

繕沢諭吉 の 関 口 笑 話 福 沢 諭 吉 原 著

家庭ー銭湯

ピリヤーに入門 若松和夫

加藤唐九郎 室伏哲郎

ドキュメント小売溜が亡ふ久野手

田中政治

暮らしの便利百科 講談社編

尽本の綾取 夏堀謹二郎

四季の味自由自主主 森須滋郎

社会科学 ・ その他
野ワサギの四季 富七元寿彦写真

欧州知識人との対話 和羽俊

マスコミと苔相 上田哲

自分史を書くときの本 武石幸雄

寝耳説静連政宗 仙台市博物館線

臼本人の再発見 色111大吉

いい庖見つけた 山本容朗

夫と衰の生きがい学 白石浩一

女の魅力は気品と香り 松 村 満 美 子

CDはこう生まれ未来をこう変える

大!leカの育て方

交こども需品濁会

窃 3丹 15段(日}同時、 14時 3構ホーん

じた空へ詰ばたけJ カラー 40分

損ι襲われ、親をなくしたカナダガンのひ

なが大空に旅立つまでの成長を、詩槽豊かに

描きあげたカナダ棋画。

合理提 言覇会

@3月22怒{自 )10時、 14時 3構 ホ ー ん

「しのぶの明日J カラー 107分

車の事故により中遺失明したヒロインが、

全歪ぎというハンデイキャッブを負いながら

も、盲導犬と共に明日という日ι向かつて生

きぬいていく聾を、さわやヵ、に描いた感動の

作品。

キャストは、紺野英抄子、安田明、田村高

広、中原早商品か。

会新婚フィルム紹介

わが巡礼みち (35)判、お年寄りのためのマ

ッサー ジ 輯 鹿 法 〈 四 分 人 ど う し て と び だ し

たの〆(16分)、こんなときがいちばんあぶ

ない(19夕刊、火事のあくる日 (20夕刊、 1世界

の公盟シリーズ (20分〉、釜本邦茂のサッカ

(25分〉、日本の美前工芸 (28

汁)、構朽人形 (25分)、お文さんの宝島 (41

分)、ほくの熊おじ石さんは討す〉、咲ちゃんの

おふろ麗さんは3夕刊、大空へはばたけはo
分)、二十四の購 (71夕刊、指い靴 (11分)、

クリスマスの贈り物 (13分)

・貸し出し 陪審舘視聴覚ライブラリー

会開輯時開

。費出草参考室 9時-16時50分

ーこども室 火~土曜日 13時 -16時回分

日曜日 9時-16時間分

台体輔自 毎週月曜日、月末

台翻襲被官 ヂ出境問町12-.41電車諮31--0415

合遼記入門祭主革

中槙芳む表記について初夢から学習する。

ー日梧 2丹 17日〈火) -~4 月 14 日(火)の

檀週火曜日く全9盟〉

5 時間四時-21時

・対象青年、 般 15人

等教材費 ]印O円

女ひなまつり

寸ほうしジュニアと一緒に、歌と醇絵、

韓ぱなしなどで置ぷ。

-日時 3 Fl 1日(日)

"時間 13時 -15時

・ 対 象 親 と 子 入 場 自 由

合総合薬務渓

会館利用サークJレE 莞柄数室生の押品展

と、第針演f心のないものが教えるものJ及び、

映醐「隠る一棟方吉劫の世界j

-日時 3月間臼(火) --15日〈自)

・時間 9時 -21時(15白地時時まで〉

-対象入場自嗣

合体鎗箆 毎週月曜日

会曹世年金揖

く6)

〒 254鵠間町12 引電話32-7029

すみんなで翻べよう@平塚のカエjレ
アマガヱル・ヒキガエルなど、平理市内に

笠乙患している刀ヱル額の分布を、参加者が地

域を分怒して調査する。聾の見分け方、鳴き

甫の違いなどについては実習百機会を設ける

ので、予備知識は必要としない。

・期間 4月から 6月までを第 1期白調査期

間とし、各自都合出良い臼に調査してもら

う。

ーガイダンス講構会 3月29日(呂) 13時~

fカエルの生活」 講師 丸山一子氏輯積

金の外、調査方法の説明、地墳の分担など

の打ち合わせを行う。

'申し込み 3月106 (火)までに往橿はが

きで。小学生以下は保護者の協力が得られ

る方に眠る。

H 体鶴間 観瞳月曜日、月末

会博物鵡 〒254韓関町12---41電話33ー→5111

i事
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• 3 3 日 60年 9 月 2 日 ~10 日

・ 3 月 10 日 60年 9 月 11 日 ~20日

• 3月 17日 60埠 9 月紅白~30田

口 融 児1
• 3 月 5 日 59年 2 月 1 日~10日

・3月19日 59年 1 月日日~20日

• 3 月 26日 59年 1 月 21 日~31日

。歯科瞳車韓宝蓋

• 3月四日 60年 9月生まれの幼児

車

時
Z

H

幸

満

~

持

一

ら

時

を

一

か

叩

具

一

月

前

用

一

か

午

諒

一

8

親
所
筆
一

に
母
日
韓
と
一
去
る
一
月
十
七
日
、
神
戸
市
に
一
相
説
明
況
を
。

中

の

担

呆

幌

一

一

月
児
月
駅
手
一
お
い
て
令
箇
で
初
め
て
の
女
性
エ
了
平
塚
保
健
所
(
電
諮
問
剖
1
0
一

3制
3
4
7ズ
患
者
が
確
認
さ
れ
、
エ
イ
ズ
一
一
一
一

O)

唯
一
戸
町
一
不
河
川
M
M軒
目

十

い

互

一

般

健

康

診

査

一
で
、
血
液
や
精
液
を
介
し
て
感
染
一
自
分
の
健
康
状
態
を
自
分
で
雷

澗
守
一
す
る
が
、
普
逼
の
臼
骨
星
活
を
し
一
割
引
し
て
も
ら
う
た
め
、
四
十
歳
以

割
配
出
航
配
一
て
い
れ
ば
、
エ
イ
ズ
に
か
か
る
心
一
上
の
方
を
対
象
に
、
務
軒
の
一
般

と

は

こ

と

配

は

ま

ず

な

い

。

健

康

診

査

を

帯

施

し

て

い

る

。

一

マ

貧

取

の

予

防

と

治

療

冊
査

E

一

一

一

時

別

語

1
日
目
一
こ
れ
ま
で
県
内
で
は
患
者
は
一
か
か
り
つ
け
の
病
院
・
陸
続
了

2
月
初
臼
午
後
1
時
初
分
3
3

二
L

M
問
問
一
一
人
も
発
生
し
て
い
な
い
が
、
す
一
(
市
民
震
は
ぎ
に
と
…
格
談
一
時
議
事
警
護
)

時
ン
本
科
ま
年
年
年
一
で
に
県
内
各
保
健
所
で
ま
、
エ
イ
一
の
う
え
毎
年
、
自
分
の
誕
生
斉
一
マ
会
食
と
食
事
の
話

ー

セ

帳

歯

嚢

6

6

6

一

』

一

一

後

瞳

手

(

鞍

1

t

t

t
一
ズ
相
談
窓
口
を
設
け
、
電
話
や
来
一
に
、
必
9
受
け
る
よ
う
に
し
よ
う
0

7

2
月
初
日
午
後
O
持
ぬ
分
1
4

午
保
翠
時
間
凶
器
一
所
に
よ
る
霊
に
応
じ
て
い
る
。
一
受
診
の
握
、
保
撃
を
雲
一
時
(
講
師
栄
養
士
、
保
健

付
場
子
を
も
科
か
月
月
月
一
心
姿
な
方
に
は
専
門
病
続
を
総
一
す
る
。
ま
た
、
健
康
手
議
を
お
持
一
締
)

空
会
母
具
シ
箆

3

3
一

一

一

翻
輔
購
骨
[
-
-
-
一
介
し
て
い
る
が
、
棺
談
内
容
や
検
一
ち
の
方
は
健
康
手
緩
も
お
忘
れ
な
一
マ
会
場
・
申
し
込
み
先
平
塚
保

一
変
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
一
く
。
一
健
所
(
電
諮
問
叫
i
O
一一一一
O)

一
づ
一
一
市
議
議
生
時
一
秘
密
が
十
分
に
は
寸
ら
れ
る
よ
う
取
一
な
お
、
十
二
月
は
六
百
九
十
五
一

謀

罪

一

万

惜

饗

士

一

慮

し

て

い

る

の

で

、

不

安

喜

一

人

完

が

受

診

し

て

ま

の

健

一

二

重

受

給

地

礎

年

寄

言
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変
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一

言

建

網

開
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一

沼

問

同

時

暗

号

以

一

康
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る
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一

一
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島

1
日
か
ら
茸
但
臼
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一

ご

応
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を

保

一

研

盤
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護

~

ん

前

弓

i
i
i
i
i
i
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i
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J
一
問
い
合
わ
せ
は
、
市
健
康
課
一
義
謹
年
金
(
緑
色
の
手
帳
)
一
金
書
・
印
鑑
一
で
の
潤
に
、
特
別
警
の
対
象
者
一

主

ネ

岬

耕

一

塁

鮒

畿

日

間

午

一

一

般

1

一
一
(
内
線
二
五
九
)
へ
。
一
は
、
他
の
公
的
年
金
(
遺
族
年
一
問
問
い
合
わ
せ
は
、
車
検
年
金
一
の
死
亡
に
よ
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、
重
年
金
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給
一

罪

認

一

一
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議

問

問

問

一

一

宮
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…

一
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健

康
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憲
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。
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瀬
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の
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…
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右
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月
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蜜
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司
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間
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み

は
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篭
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で

地

域

」

つ
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政
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授
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付
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(
内
線
二
六
一
一
一
)
へ
。
一
重
二
郎
ほ
か
3
人
一
マ
沖
縄
に
住
ん
で
い
た
方
で
、
昭
一
は
、
市
保
険
平
金
課
年
金
孫
(
内

位
指

ri
先

7
7エ
み
一
簡
単
に
で
き
ア
長
療
普
段
除
な
ど
了
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
一
マ
内
容
円
高
と
今
後
の
暮
ら
一
宮
年
賢
官
ま
で
に
繰
主
一
線
一
一
五
一
)
へ
、
ご
蓄
を
。

募

い

き

す

。

廿

2

M

込
一
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
く
ら
し
の
勉
一

τ、
河
童
警
喜
一
主
、
差
一

。
時
三
甘
苧
ゐ
品
開
閉
計
五
百
が
開
聞
か
れ
る
。
お
気
軽
に
ご
一
円
高
と
こ
れ
か
ら
包
暮
ら
し
を
一
益
還
元
問
題
な
ど
一

4

J

』

;

E

輯
唱
輔
・
翻
盟
輔
一
《
P
加
を
。
一
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
間
開
催
す
一
マ
申
し
込
み
先
市
地
域
づ
く
り
一

マ
B
時

2
河
口
日
(
火
)
臼
時
一
る
。
一
課
(
内
線
一
工
ハ
一
一
一
)
、
ま
た
は
平
塚
一

お
分
1
お

降

初

分

一

マ

臼

一

時

3
丹
羽
田
(
参
午
後
一
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
(
篭
諮
問
ω

一

マ
会
場
勤
労
会
館
3
階
大
会
議
一

1
時
ぬ
分
3
4
得

一

回

O
九
四
)
へ
。

憲

一

マ

会

場

勤

労

ム

百

館

3
階
大
会
議

輔対象乳幼児

輯相説日 置週水曜日

輯時間午前 9 時四分~10時30分

盟会場保韓センタ

舗 内 容 体 重mu定、栄聾、病常、育

て方、予防接種のことなど

覇母子韓旗手帳を持参

コ-

問
い
合
わ
せ
は
保
健
所
へ

新しくお文さん、お時さんになる

方のために、両親教室を開く。ご

夫婦おそろいで、ぜひと事加を。

韓対象妊娠8か月以陣¢初旺婦と

矢

瞳日時 2月28日 午前 9時四分~

11時'30分

盟 企 場 保 健 セ ン タ (34~031日

盟内容映画 f生命創造」、実習

f蔀ちゃんむお風呂の人口方j

輔申し込# 電話で幌鵠センターへ

た

Ifl大揺ちゃ
合平車市田村5797 東沖寮3閃号

笠宮 東洋軌材(株)へお勤めの&.

[11宏行さん (27歳 ) と 葉 子 さ ん

(26捷)の長男。身長68crn 体 重

8.5kg、 61年 5月27日生まれ 3

大樹ちゃんは、男の人が大嫌い

で中々受ってもらえない。ハパと

は布尽のとでフロレスごっこして

遊ぶ。おませなのか、はいすりや

伝え会長きが早いのて日が離せない

とママ。おふろはハパが怖がるの

で，.，と 3人で入る。

〈ア〉

翻予肪撞瞳E時間

午後 1時 30分ヵ、ら 3時まで。※印

の会場は午後 2時から 3時まで。

【個別扱輔]吋象は生後 6 1，、円 ~24

か月未満の幼児c 原則として開業虫

病 院 て 受けるO 会治医とご相談をn

61年 境は、第 l期のみ接構。{災被

誌と母子健 康子 帳を 持巷 する こ

と 0 ・料金無料

〔聾E盟委種〕対室長は 2歳 (24か月〉

へ 4麗までの幼児。

開 講 1期(3 (η]) 接種間隔は 2回

3 回とも 3;車問~8 遇措j

盤第 2期(1 [iJ) 第 1期の 3回目

が終わってから 1年 以 上 1年 6か

月以内に受ける。なるべく 4麗ま

でに終了するように。

2月25El 中原公民館、金目公民館

※中央捷協問崎支所

2月26日 神田公民鶴、※金印公民

館、※域路公民館

2月27日 保積センター

-
3
月
自
白
規
公
民
館

(
講
師
川
益
保
男
民
)

マ
中
年
か
ら
の
歯
の
疾
態

-
2河川
M
B
吉
沢
公
民
館

(
講
締
平
問
研
民
)

・
2
月
四
日
松
原
公
民
館

(
講
締
禽
木
秀
樹
氏
)

貧
血
教
室
開
く

女
性
の
二

o
i一一
Q
R訂
は
貧
取骨

R

〈
〉
本
用
品
議
輯
槽
報
は
な
人
培
、
ヱ
レ
ク
ト
ー
ン
、

市
役
所
地
域
づ
く
り
課
市
民
生
活
部
(
韓
製
て
そ
ろ
は
ん
練
習
帳

(
内
繕
一
一
四
回
)
へ
。
。
轍
っ
て
く
だ
さ
い
ピ
ア
ノ
、

。
鶏
り
ま
す
マ
タ
ニ
テ
ィ
ド
レ
ス
、
ー
ベ
ッ
ト
、
電
気
オ
ル
ガ
ン
、

パ
ソ
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
洗
謹
機
、
掃
除
車
、
男
子
衣
類

(
1
1
口議)、

機
、
ス
テ
レ
オ
、
コ
ン
ピ
ラ
ッ
ク
、
ひ
衣
鎖

(
5
3
8龍
)

に
よ
り
、
脳
内
出
栓
(
け
っ
せ

ん
)
と
脳
饗
一
栓
(
そ
く
せ
ん
)

に
分
け
ら
れ
る
。

脳
邸
栓
は
、
脳
の
動
脈
融
担
の

硬
化
に
よ
り
次
第
に
厚
く
な

り
、
や
が
て
血
管
内
面
の
狭
く

凸
郎
に
な
っ
た
部
分
に
血
流
の

よ
ど
み
が
で
き
、
血
液
が
国
ま

り
、
つ
い
に
は
血
行
が
止
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
起
こ

る
。
発
作
の
出
現
は
緩
や
か

で
、
数
時
間
な
い
し
一

s二
日

で
、
ま
ひ
が
宇
演
す
る
こ
と
が

脳
車
中
に
は
、
脳
出
血
と
脳
多
い
。

機
撃
(
こ
う
そ
く
)
が
あ
る
こ
れ
に
対
し
、
脳
聾
径
は
突

が
、
脳
梗
察
と
は
脳
血
管
血
流
然
ま
ひ
が
起
こ
る
こ
と
が
多

障
害
に
よ
り
、
脳
組
織
が
死
滅
い
。
成
因
は
心
疾
懇
で
、
心
綴

し
た
状
態
を
い
う
。
内
に
で
き
た
勝
訪
の
隠
ま
り
等

昭
和
五
十
年
か
ら
脳
梗
塞
が
が
邸
液
に
の
り
、
町
舶
の
血
管
に

脳
卒
中
の
主
流
を
し
め
、
滅
菌
つ
ま
る
た
め
に
出
現
す
る
。

描
こ
う
そ
く

消費生活モニター3D入による 1月の平均価格

小 売 綴 ス ー ・ -

816円f!9!'i円

869円 909円

291円 351円

252河 2!'il円

211円 229円

162円 1!'i!'i弓

18';円 lf!!i円

151円 175円

四 円 19:'円

290円 291円

15E円 148F9
186円 184円

4.577円一

735円一

合成洗剤 2.65坦

サラダ油 700g

しょう 油 i1'~五ノ守ック

トイレット!60m 4酒入
ベーパー i

騨肉1 肩 Z∞g

鶏 卵 iMIO個人

まあじ!丸Z的 g

じゃがいも 1kg

みそ 1kg

貴パン 1斤

マー ガリン I 225g入

プロパン 10耐

灯 油 118~1配達

Oj主総合体育鰭〈電話31-3057)

楽故樺工事むため、 3丹羽詰まで体輯

3月1B (鼠)
午鈴10時'30分縄演

市民センターホール

と

ところ
。金E踏ま車箆体育館(電話31-2136)

・務軒筏撞隠 パレ ( 9 時~13時}、ノ Y ドミ

ン下、ン、卓時(13篠r--16碍)、パスケット

(1師寺~20時)

・2J寺16滋{月)午前 9時~午撞8時

.3!'l2穏{月 IJ

• 3 J号16鎚(丹〉グ

減 4月分の申し込みは 3月 2日 9時から

密粛に窮Uf寄できます

i事
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初
心
者
を
対
象
に
、
手
話
通
訳
者

宇
佐
聾
成
す
る
た
め
の
手
話
講
智
会
が

開
か
れ
る
。

マ
日
韓

3
月
3
、
6
、
油
、
口
、

口
、
問
、
目
、
訂
日
計
8
日

マ
時
間
日
時
1
即
時

7
会
場
市
役
所
A
会
議
室

マ
申
し
込
み
先
市
福
祉
総
務
課
更

生
福
祉
探
(
内
緯
二
一
一
二

県
内
問
問
先
情
報
誌
と
し
て
の
、

H

か
な
が
わ
観
光
ガ
イ
ド
。
が
、
改

訂
尭
行
さ
れ
て
い
る
。

マ
内
容
県
内
の
輯
光
資
源
、
行
事

事
、
摺
泊
施
設
、
集
会
施
設
、
亙
通

機
関
な
ど
、
約
六
千
事
目
安
記
載

マ
規
格

B
5
眠
四
百
八
ペ
ー
ジ

重喜42ア欝

マ
甑
売
価
格

円
)購

入
は
、
現
金
書
留
か
郵
慣
小
為

替
で
、
一

Tm横
岳
市
中
庭
山
下
町
1

番
地
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
内
社
罰
法

人
神
聖
川
県
観
光
協
会
ガ
イ
ド
係

電
話
。
四
五
(
六
八
一

)
O
円
む
七
へ
。

一
千
円
(
送
料
三
百

マ
勤
務
場
所
旭
公
民
館

マ
業
務
内
容
館
内
外
の
清
捕
、
職

員
不
在
時
の
留
守
喬
等

マ
手
当
月
額
二
万
六
千
百
円

ヤ
管
理
人
室
木
造
事
業
撞
て
(
6

登、

4
景
山
平
、
台
所
、
風
呂
場
)

マ
入
居
予
定

3
角
下
旬

V
応
募
宵
格
市
内
に
住
む
満
開
歳

以
下
の
健
南
町
な
婦
人
で
、
配
縄
者
と

住
み
込
み
可
能
な
方

マ
締
め
切
り

2
月
幻
自
(
金
)
ま

で
に
、
市
販
の
腫
歴
議
(
写
真
添

付
)
を
社
会
教
育
課
社
会
教
育
部

(
内
輔
五
二
四
)
へ
提
出
す
る

門

v
簡
接
日

3
月
2
日
一
月
)
午
後

1
時

増
加
を
続
け
る
一
一
輪
車
事
故
を
防

く
た
め
、
二
輪
車
安
全
運
転
特
別
講

智
会
が
聞
か
れ
る
。
ミ
ニ
バ
イ
ク
の

万
も
、
直
接
会
場
へ
。

マ
日
時

2
月
日
呂
(
日
)
午
後
1

時
1
4時

守
会
場
荒
井
自
動
準
学
校
花
水
枝

マ
受
講
者
先
着
百
人
(
講
習
用
二

輪
と
へ
ル
メ
ソ
ト
は
持
ち
込
み
)

マ
内
容

e

講
義
(
一
一
輪
車
の
特
性
、

映
画
)
・
実
技
(
点
検
、
運
転
)

門

V

受
講
料
無
料

マ
問
い
合
わ
せ
古
車
警
察
事
交
通

調
和
総
務
慌
(
電
話
担

l
O
一一

O
)

昭
和
田
年
置
の
職
業
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
る
。

マ
募
集
内
容

a

イ
ン
テ
リ
ア
刊
人

(
表
具
内
装
、
イ
ン
テ
リ
ア
施
工
)

・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
町
人
(
エ
ク
ス

テ
リ
ア
サ
ピ
ス
)
・
建
革
設
情

叫
人
(
市
時
間
空
調
、
ピ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
)
・
不
動
産
加
入
(
不
動
産

実
務
、
欄
最
謂
変
)

守
募
集
期
間

1
月
日
日
(
土
)
1

3
丹
5
5
(木
)

マ
入
校
選
考

3
月
四
日
(
木
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
立
鶴
見
高
等

職
業
技
術
枝
(
横
浜
市
鶴
見
区
元
首

2

4

日
・
電
話
O
阿
五
五
七

一
一
一
一
一
)
へ
。

県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
(
電
語

。
四
六
六
幻
一
一
一
一
)
て

は
、
次
の
四
講
原
白
、
受
講
者
を
募

集
し
て
い
る
。

円
手
話
入
門
様
車
〕

マ
日
程

2
月
四
日
(
木
)
1
3
月

回
日
(
木
)
の
革
週
木
曜
呂
午
後

Z
時
加
分
3
3時

守
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
奉
加
対
象
者
一
般
沼
市
民
日
人

マ
申
し
込
み
先
県
立
婦
人
総
合
セ

ンF
タ
ー
生
涯
学
習
部
(
内
綿
五
六
一
}

{
介
護
者
の
鍵
議
管
理
と
介
護
法
〕

守
臼
時

2
月
担
日
(
日
)
午
前
回

転
の
都
合
で
ま
だ
汚
れ
た
も
の
粛
し
て
数
を
決
め
て
い
ま
す

も
あ
り
ま
す
が
、
ま
も
な
く
汚
が
、
季
節
の
変
動
や
的
自
の
天

れ
も
取
れ
、
ガ
ラ
ス
な
ど
も
付
気
の
長
合
な
ど
で
李
主
難
し
く

着
し
な
く
な
り
、
安
心
し
て
ご
苦
虐
し
て
い
ま
す
。

利
用
問
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
現
在
、
統
訂
引
を
取
り
検
討
し

す

。

て

い

ま

す

の

で

、

し

ば

ら

く

お

ま
た
、
容
器
配
布
数
に
つ
き
待
ち
く
た
さ
い
。

ま
し
て
は
、
利
用
世
帯
数
を
考
〈
磯
璃
盛
期
金
縁
務
諮
問
〉 事費量震ごみを在割反する容器

時
四
分
3
午
後
3
時

マ
会
場
小
田
原
市
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
4
措
'
第
2
講
堂

マ
害
加
対
象
者
県
内
在
住
の
寝
た

き
り
考
人
を
介
護
し
て
い
る
方

マ
申
し
込
み
先
県
立
婦
人
総
合
セ

ン
タ
ー
福
祉
部
(
内
練
五
二
一
)

{
嬬
人
間
間
購
入
門
輯
車
〕

ザ
日
時
2
月
同
日
(
水
)
午
後
1

時
油
分
5
3時
却
分

円v
会
場
海
老
名
市
立
中
央
公
民
館

門

V

害
加
対
象
者
一
般
県
民
百
人

サ
申
し
込
み
先
県
立
婦
人
総
合
セ

ン
タ
ー
生
語
学
割
議
(
内
警
六
一
)

{
仕
事
に
控
立
つ
揺
し
方
鞍
蜜
}

マ
日
時

3
月
四
日
(
火
)
午
前
四

時
1
午
後
3
時

守
会
場
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
第
1

3
第
3
会
議
室

マ
参
加
対
象
者
一
般
県
民
百
人

マ
申
し
込
み
先
県
立
婦
人
総
合
セ

ン
タ
掃
人
労
働
部
(
内
鯨
五
四
三
)

議
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
一

ア

養

成

務

疫

を

湘
南
串
問
中
年
の
ま
で
は
、
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
く
o

v
E程

3
月
間
日
(
木

)js四
日

(土
)

2
泊
3
日

マ
対
象
高
校
生
却
人

マ
内
容
地
域
社
会
、
自
分
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
考
え
る
話
し
合
い
や
、

講
義
、
講
話
、
野
外
仕
事
、
ウ
ォ
!

ク
ラ
リ
ー
な
ど
。

マ
費
用
無
料

マ
締
め
切
り

3
月
日
日
(
火
)

問
い
合
わ
ザ
ペ
は
、
県
立
湘
南
青
少

年
の
家
(
電
話
日

O
六
七
六
)
へ
。

縄
県
議
生
を
纂
袋
一

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
勉
強
を
始
め
る

万
の
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
入
門

コ
ー
ス
講
習
会
が
開
か
れ
る
。

V
日
韓

3
月
沼
田
(
丹

)
1訂
日

(
金
)
午
前
8
時
叩
分
t

う
は
時

マ
会
場
藤
沢
高
等
職
業
技
構
枝

;iJE31;iiifiiiii 
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2 Ä27日 10時~15時平塚合同庁舎

。ご協力ありがとうございますけ月)

紅谷パールロード136本、平塚市消防本部(総合

訓練場出初め式)、 32本、平塚駅北口30本 、 神 奈

川県立平壌盲学校28本、平理市役所172本 、 平 単

車尺北口30本 、 ( 株 ) 棒 製 作 所19本、(株)伊藤製パ

ン40本 、 全 電 通 労 働 組 合 早 塚 分会83本、(株)古

河電気工業225本、紅谷パーJレロード111本 、 合 計

906本

警警カ!轟長警き言ご覧室喜ぉ雪量芸宅小事喜富嫌善ぞ安
芸喜会5品長空宇之主主野雪之室長主芸員弐をき子蚕安
いんのせま疑てに成りが逮ん 訴こ紡年受 E夏きと。わ24

封書iS52552計522長213;きは
き子主主与えな弐 ム 九 一事量李急事民 主主
芸展べ長嚢与一露間三謬7三容量号。孟霊E 事を おなかが齢、ょ
つは 努様しいなど系ユ長よデ弘子て 無ち口ださこに次っ さcc(~主主すお つな心仮カにたるいず竹持系三をき今口をド」んとつにわ家い妹喝較。と A て
雪量空室奇五三C;;崎地帯き警芸安君主民主ぞ主察署王定志主計意志
てみ見ねな君おろ すた揺すいめ主主たはつらたぶ妹な A てい喜重言いさ i童い小談
足長是正実空雪話会。記号皇存在力1主正幸向雪男く吉注文警ぞ E毒草お幸氏量

32害百五室長早 設;是主義ifZZTEZえさEiUE雪三五?
すろ、 えとえめ言 いな諮らを主張主主ま気えなお言そこは tC， しつ A 妹うさミセ。で実 る問まてえ まつはな務級っ す持 ん母うれのい なも君とで

びてもど iしきンつ りし たはつく ら 「そなおんつでし銀つ 仁江た家た僻しれ(こ、、ろ I_ tc_い?たさま尺否。なてとでせ』ワうにく。たったでにそぎ戸。康徳澱きるひ安
定患七空室る丈玉雲て起こ君 主話専ZE品Z主主久品 52こき主謀さ禁ta岩崎富一ぜ七

日83231弓白3527計七ES震予長室長星雲九三官民日長
ipiZ室主包 1223552戸き2号室H222F35号32襲jf
dE雪 222522525325Hit詩語長2誌れ24535

皇主家Z奈訳弓5守ス 票意?の よ平野貫主った君主そqEl左京きをもー
ド引きれ244h扇動:]間間|か七日音色 i受

2252民552535b;詰1盤藍賢十号合員 H22自3i主主号室ぷ
2H42事;日;立市開範選日 552EER23毛53fをiz尺妻 i点字志25正空え主主空言 、ifu;::':撃もて三お 号室 量一五 三忠。て主主だ充
て銀ま!うのわいつろド で家て手 議議録議議品二信夜開 閉し したい だ、 おがうその

♂ 鶴野伊吋噛鶴務院" 旬以 I

事怨宅専こ害事宍長そ台高号室ヵ;セ号こ足苦売で民主よ三主去を主品長てカ~ ~宅「望書 E-「主だ品ぉ霊童き宇奈「主号そ主
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